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下諏訪町教育が直面している課題

小沢教育長の基調提案

　グラフからも分かるように児童生徒の総数は現在の千五百余名から、二十年後に
は千人程になることが予想されます。

　そうすると、どのようなことが起こってくるでしょう。
○　運動会や音楽会、部活動など集団体験活動の内容や機会が制限されてくる。
○　社会性や人間関係力などの育ちが制限されてくる。

　では、どうすればよいのでしょう。
①　小中一貫教育のように縦の関係を強化する。
②　南小と北小、下中と社中等、横の連携を密にする。
③　学校と地域が一体化し、子どもが地域に出て地域
　　（社会）を学び、地域の方が学校に入り子どもの
　　教育を支援する。

　このように学びの視野を広げ、地域の文化や自然、多くの人と触れ合うなど心豊
かな体験活動を積むことで、未来に向けた優しくたくましい人間力の育成が期待さ
れます。

　そこで４つの教育課題に分かれて、これからの下諏訪教育について考え合ってみ
たいと思います。

第１分科会　学力向上・小中一貫教育　

第２分科会　国際理解と英語教育

～ 下諏訪の子どもたちにつけたい学力、
　　　　　　　学校・家庭・地域のあり方 ～
～ 下諏訪の子どもたちにつけたい学力、
　　　　　　　学校・家庭・地域のあり方 ～

～ 学校体育と社会体育の連携による
　　　　　　スポーツ活動のあり方 ～
～ 学校体育と社会体育の連携による
　　　　　　スポーツ活動のあり方 ～

～ 下諏訪の子どもたちにつけたい学力、
　　　　　　　学校・家庭・地域のあり方 ～
～ 下諏訪の子どもたちにつけたい学力、
　　　　　　　学校・家庭・地域のあり方 ～

～ 地域と子どもが育む国際化 ～～ 地域と子どもが育む国際化 ～～ 地域と子どもが育む国際化 ～～ 地域と子どもが育む国際化 ～

・「学力」の定義だけでも全くとらえ方が違う。
学力調査の正答率や順位を重視する考え方、
生きる力をつけることと全人教育を目指す考
え方。様々な立場の方からの意見を聞くこと
ができ、勉強になりました。
・規則正しい生活と学力の関係が大きいという
のがよく分かりました。
・先生のご指導を満たすことがで
きる、ひびの入らない大きな器
づくりを親はするべきだ。
・基礎学力も大切ですが、社会を生き抜く知恵
も育てていかなければと思います。
・かつての「信州教育」のように全国に誇れる
教育が行われ、自慢できる学力をつけてほし
い。
・社会で必要な学力とは社会性ではないだろう
か。地域で子どもを育んでいきたいが、中学
生の参加が少ない。そこを何とかしないと…。

　　以下３点の基調提案により、参加者の皆さんと考えてみました。
１　下諏訪町における英語教育の変遷（英語特区10年目、レシピ方式による子どもの英語力の推移）
２　学習した英語力を実際にどう生かしていくか
・外国人の小中学生が修学旅行等で訪町される場合、通訳となって町案内してはどうか。
・町を訪れる外国の修学旅行生と英語で交流する場を設けたり、ホームステイしてもらうなどして交
流する場を設ける。
・長期休みに、英語圏に短期訪問し、英語の学習と文化交流を行い、帰国後、経験したことを学級、
学年に報告会をもったらどうだろうか。

３　子どもを含め町の方々が、町在住の外国籍の方とどのように交流の機会をとっていけば良いか
・下諏訪町や諏訪地域にいる外国の方に、町の行事や祭りへの参加を呼びかけていく。（町在住の外
国籍住民数は現在283名）
・総合的な学習の時間に外国の方と交流し、文化や遊び、料理などを学ぶ機会をつくりたい。
・町に6名の外国籍の英語講師（NLT）がいる。町の方々とふれ
　合う機会があるとよい。
・年度初めに、町の方々とNLTとの親睦会を行えば、一層交流が
　深まる。

第３分科会　体力向上・社会体育
～ 学校体育と社会体育の連携による
　　　　　　スポーツ活動のあり方 ～
～ 学校体育と社会体育の連携による
　　　　　　スポーツ活動のあり方 ～
　子どもたちの体力を向上させるにはス
ポーツ好きな子どもをつくることから。
　そのために、学校や地域はどのように連携し
ていけばいいのか参加者の皆さんと考えてみま
した。
・スポーツを通じて、生きる力をつけるアプロ
ーチができると感じました。
・娘２人はバレーボールを通じて、上下関係、
言葉遣い、礼儀など、生きていく上で大切な
ものを教えていただいた。
・小さいうちに体を動かす楽しさを体感させて
いくことが大事。親も共に取り組んで体力づ
くりができるようにしていく大事さも分かった。
・子どもたちの運動経験を増やすためには、場
所と時間と機会と保護者の理解が必要。下諏
訪はそれを支えるスタッフは恵まれていると
思うので、それらをどのように取り入れた活
動ができるかだと思う。

社会の一員として生きていくための素地力を

実際の活用と交流の場を

スポーツ好きな子どもを保護者と地域で育てよう


